
ルーンアレイ ハガル

ルーンアレイ・ハガルは思いもよらぬ出来事とそれによる一時的な崩壊、“この宇宙に存在すること”を示しま
す。

私達が産まれてこの世界に存在する事においてひとつの哲学的な答えをもたらします。

ハガルの形はルーン文字“イス”を二つ結び付けています。イスは無限の可能性の種を宿した氷の塊です。
氷の塊の“イス”のように、それだけでは動かないような強大なエネルギーの塊に対し、ハガルは、思いもよら
ぬ衝撃的な出来事を引き金にしてそこに変化を発生させ、それによる世界/自身への劇的な変化（変化の為に
必要な崩壊も含む）をもたらします。
この作用により、ふとしたきっかけから、思いもよらぬ出来事が起こって物事や自分が思っている事が崩壊/
変化したり、思いもよらぬ物事が突然始まってその方向へ進んでいく可能性を示します。
イスの氷にケンの炎が作用する場合は、冬の雪どけから植物が芽吹くように、ケンの炎によって溶けていく
イスの氷の中の可能性の種が芽生え始め、氷が解けて液体となったイスの水とケンの炎の熱で育てられ、創
成へと進んで行きます。ゆえに、可能性や出来事に大してある程度の見通しや計画を伴う事が可能です。
しかし、イスの氷がハガルとして作用している場合は、無限の可能性を内に宿した氷の塊り同士を強い力で
衝突させ、その衝突の際に発生するエネルギー/氷の部分的な崩壊により、可能性の種を弾けさせ、目覚めさ
せます。
その際に弾けさせる可能性の種や出来事は、ルーンアレイ・ペオースのように“天のみぞ知る”ものとなります。
それゆえに、ハガルによって生じるイスの氷の中に在る可能性の種の顕現は、“思いがけない”“イレギュラー
な”そして、多くはハプニングや破壊的な出来事として生じます。

ルーンアレイ・ハガルは、一つのイスの氷の中に眠る可能性の種が、もう一つのイスの氷と結びつく事によ
って無限に増幅し、多様性を増し、さらに強くなって行くことを表します。
“この宇宙に天則はあれど、イスの氷の中に宿る可能性に限界など無い。この宇宙において可能性は無限であ
る。だから、次の瞬間に、思いもよらぬハガルの出来事として何が起きても不思議ではない。”と、ルーンア
レイ・ハガルはあなたに教えてくれます。

正逆無し



あなたがこの宇宙に産まれて存在する事、そして、あなたが自由意思で選択する事、それは宇宙にとって“思
いもよらぬ出来事”のファクター‥ハガルの作用そのものです。

ハガルは地球における“裏腹さ”も示します。それは、無秩序に思えるものでも、宇宙の法則に則っていて、そ
の実秩序は保たれた上で起きているという“見通しの知恵”です。

ハガルは光を愛し闇を知る（その逆もまた然り）ルーンアレイです。

ルーンアレイ・ハガルの中に入るか、写真にグリッドする事で、あなたの人生に起きたアクシデント/ハプニ
ングがもたらすメリット/可能性に気付けるよう意識の変容を促します。

それがポジティブでもネガティブでもアクシデント/ハプニング/思いがけない出来事に、あなたが強さと忍
耐力と落ち着きを持って応じられるよう助けます。

突発的な新しい出来事/可能性と、あなたに必要な現状の変化/崩壊の訪れを促します。

アクシデント/ハプニング/思いがけない出来事により、あなたが何らかのダメージを負った場合は、それら
の癒し/回復を促します。

インナーセルフのホームでハガルのファイルを読むことで、「なぜ、その アクシデント/デメリット/思いが
けない出来事 が起きたのか」を調べる事が叶います。小さな紙に調べたいアクシデント/デメリット/思いが
けない出来事を、一つ具体的に書いてワークを行いましょう。
さらに、必用であればその出来事に対する対処法もファイルから知る事が叶います。

ルーンアレイ・ハガルは、八方塞がりに思える現状に可能性や希望をもたらしたり、閉塞感を打破するよう
働きかけます。
「どんな状況の中にも、思いもよらぬ可能性がある。」という確信を、希望と共にもたらします。
小さな紙にあなたが今現在感じている八方塞がりの状況/閉塞感/行き詰まりを具体的に一つ書き出し、イン
ナーセルフのホームでハガルのファイルを読むことによって、なぜその状態が起きているのか、さらにそれ
らを打破する方法を知る事が叶います。
この時、もしも、紙に書いたテーマに関して、あなたの中にあるブロックや思い込みが関係していたのが分
かったら、それらを癒す方法をファイルから探り出す事も出来ます。

あなたがある一つの物事や感情に固執してしまっている時、それから抜け出し状態を変化させるのを手伝い
ます。

あなたが何かに対して、その対照が思いもよらない出来事や作用を与えようとしている時（対象にとってあ
なたがハガルとなる時）、関わる全ての存在にとって最愛の方法でそれらを達成する道筋を教えてくれます。

あなたがアクシデント/ハプニング/思いがけない出来事から受ける衝撃を、最小限に済ませる方法を知る事
が出来ます。また、ハガルはそうしたアクシデント/ハプニング/思いがけない出来事の衝撃を最小限にする
シールドとしても作用します。



ルーンアレイ・ハガルはハプニング/思いがけない出来事を通して力強い愛の教訓をもたらします。どうしよ
うもない思いもよらぬ出来事の裏に隠された、“約束されていたこと”にあなたが気付く事を助けます。

近々起きるであろうハプニング/思いがけない出来事に備えるよう働きかけます。これに関して、インナーセ
ルフのホームでハガルのファイルを読むと備えに関してより詳しく知る事が叶いますが、近々起きるであろ
うハプニング/思いがけない出来事に関しての情報は知らないでいた方が良いケースが多いでしょう。

ルーンアレイ・ハガルラッキースターの中に入るか、写真にグリッドすると、あなたを「幸運」で守ります。

あなたに「思いもよらぬラッキーハプニング」が起きるよう、そして、それを受け取れるあなたに変容して
いくよう、働きかけます。しかし、自分は幸運であると思えなかったり、幸運を受け取るのを妨げる/拒絶す
る状態である場合、インナーセルフのホームでハガルラッキースターのファイルを読むことで、あなたの中
にあるラッキーハプニングを拒絶するブロックを探り、それを癒す方法を得る事が叶います。

無限にある幸運の種をあなたが享受し、そして、享受することで幸運を他者と分かち合えるよう促します。

“宇宙に満ちる多種多様な出来事の全ては、愛と希望の可能性を伴っているものであり、それは終末ではなく
次へ続く変容である。”という気付きをもたらします。
これによって、あなたは突然の出来事や変化への怖れを手放す事が叶います。

幸運の作用に関する体験と智慧の収穫へ、あなたを結びつけます。

思いもよらぬ幸運を引きおこす為に必要なファクター/フラグを、あなたが日常の中で準備できるよう助けま
す。

ハガルラッキースターは、トラブルやアクシデントをポジティブな体験へと転じさせるためのお守りとして
用いる事が出来ます。また、ペットや他者に対しアクシデント/トラブルからの守護として用いる事が出来ま
す。

あなたが誰かのハガルラッキースターとして存在/思考/言動出来るよう促し、ハガルラッキースターのファ
イルを読むことで、その方法を具体的に知る事が出来ます。

この宇宙に起こす現実化に必用な愛の作用についてを調べる事が叶います。

ルーンアレイ・ハガル、ルーンアレイ・ハガルラッキースター共に、
あなたの本当の愛、或いは、本当の幸せへの気付きを得るため、時に、現実的な“ハガルの出来事（思いもよ
らぬトラブルやアクシデント、突然のそして予想外の出来事）”が生じる場合もあります。
ルーンアレイ・ハガルを扱う時は、そうしたハガルの恩恵を心得ていましょう‥同時に、ハガルはあなたに
乗り越えられない出来事は与え無い事も知っていて下さい。
ハガルが与えてくれるその恩恵は、あなたが真の自分への目覚めを迎えるために非常に有効であり、あなた
の大切な“肉体の限られた使用時間”の消費を、最小限に済ませてくれることも忘れずにいて下さい。



★ハガルアレイ
手順
＊「今から近い未来の間に起きる可能性があるアクシデントやトラブルはあるか。もしあるならその回避法
を知りたい。」

＊「八方塞りの状況が起きているのは何故か。この状況を打破するにはどうしたら良いか。」

＊「○○（あなたの人生における思いもよらぬ出来事、アクシデント、トラブル）が起きたのは何故なのか、
その出来事から得る愛や学びは何か。」

＊「私の人生に起きた〇〇は、何故起きたのか。そこに在る愛の学びは何か。もし必要であるならどう癒す
と良いか。」
（※“○○”には、あなたの今までの人生で起きた、衝撃的な出来事、或いは、終わってしまった過去の出来事
を入れます。“どう癒すと良いか”の癒しの対象は、その出来事であなたに出来た心の傷や、その時の体験の記
憶、他に、その出来事に関わる全てが対象として含まれています。癒しが必要ない場合もあります。）

上記の内から、自分が調べたいテーマを一つ選んで、小さな紙にそれを書く。
一枚の紙に一つのテーマ。

・上記の中からワークをしたいテーマを選び、クライアントはそれを小さな紙に書く。
・プラクティショナーは、ワーク場と石の浄化、石と自分をチューニング。
・クライアントとプラクティショナーで一緒にセンタリングする。
・ファーデン或いはスーパーセブンを使ってお互いをチューニングする。
（LOVE-IS-IN-THE-EARTHに出てくる、他のチューニングに適したクリスタルでも良い。）
・レーザーワンド或いはMGMを使って、クライアントのシャクラをベースからクラウンに向かって開く。
・クライアントにサーキュラーブリージングを促す。その間に、クライアントの身体に対しルーンアレイ・
ハガルのクリスタルアレイを組んで、エネルギーフローを発生させる。テーマを書いた小さな紙は、ファー
デン或いはスーパーセブンの下に置く。
・クライアントの左側について手を添え、誘導する。
・意識をファーデンのスレッドを通してから、インナーセルフホームへ入れていく。
・インナーセルフに、ハガルのファイルを出してくれるように頼む。
・ファイルを渡されたら、ファイルの内容を読む。小さな紙に書いた事柄に関する情報が書かれている。
・クライアントがファイルを読んでいる間、眠らないように声をかけるが、カウンセラーのように色々聞き
出さないようにする。
・クライアントがファイルの内容を全て読んだら、ファイルを元の場所に戻し、インナーセルフにお礼を言
うよう促す。
・インナーセルフホームから出て、ファーデンのスレッドを通ってから、意識を頭に戻す。
・クライアントに得た情報を紙に記録してもらう。



★ハガル・ラッキースターアレイ
ラッキーハプニングを起こす方法や、アクシデントやトラブルからあなたの大切なものを守護する方法を調
べます。
宇宙は愛の作用で結晶化（現実化）が起こります。あなたが求めるべき現実化は何かを調べます。

手順
・「アクシデントやトラブルから、○○を愛の元に守護するにはどうしたら良いか。」（←※○○には、自
分や家族、あなたの大切なものなど、守りたい対象を具体的に入れます。）

「ラッキーハプニングを呼ぶにはどうしたら良いか。」（←※ファイルの情報から、ラッキーハプニングを
起こす妨げになっているビリーフがある場合は、それも分かります。）

「今の私が一番求めるべき愛の現実化とは何か。」

上記３つの内から、自分が調べたいテーマを一つ選んで、小さな紙にそれを書く。
一枚の紙に一つのテーマ。
・ワーク場と石の浄化、石と自分をチューニング。
・ハガル・ラッキースターのクリスタルアレイを組んでエネルギーフローを発生させ、アレイの中に入る。
（横になったままで組み上げて、エネルギーフローを発生させてもOKです。）
・ファーデンと、質問内容を書いた小さな紙を、サードアイに配置する。ファーデンのスレッドが体の中心
線に対して平行であるように配置する。紙はファーデンの下に来るようにする。
・センタリング、シャクラをベースからクラウンに向かってオープン、サーキュラーブリージング。
・意識をファーデンのスレッドを通してから、インナーセルフホームへ入れていく。
・インナーセルフに、ルーン文字ハガル・ラッキースターのファイルを出してくれるように頼む。
・ファイルを渡されたら、ファイルの内容を読む。小さな紙に書いた事柄に関する情報が書かれている。
・ファイルの内容を全て読んだら、ファイルを元の場所に戻し、インナーセルフにお礼を言う。
、インナーセルフホームから出て、ファーデンのスレッドを通ってから、意識を頭に戻す。
・得た情報を紙に記録する。

★「ラッキーハプニングを呼ぶにはどうしたら良いか」をテーマにハガルラッキースターアレイでワークを
して、ファイルから、ラッキーハプニングを起こす妨げとなっているセルフリミティングビリーフの情報を
得た場合は、後日、イリミネーションアレイをやってそのビリーフを解除し、再びハガル・ラッキースター
アレイをやって、ファイルの情報を確認する。



ルーンアレイ・ハガル クリスタルアレイ図

アレイのエネルギーフローを

保つために必要な石の最小

数：６個＋クラスター１個

頭から握りこぶし一つ分上の

辺りに水晶のクラスターを置

く。（大きさは問いません。小

指の爪位の小さなものでも

OK です。）

頭と同じ高さ

足と同じ高さ

石がくっついてい

るようにする。

ファーデンはサ

ードアイにスレ

ッドが体の中心

線に対して平行

であるように配

置する。



ルーンアレイ・ハガルラッキースター クリスタルアレイ図

アレイのエネルギーフローを保つために必要な石の

最小数：１２個+クラスター２個

頭から握りこぶし一つ分上の辺

りとソーラープレクサスシャク

ラに水晶のクラスターをそれぞ

れ一つづつ置く。（大きさは問い

ません。小指の爪位の小さなも

のでも OK です。）

頭よりも高い所まで。クラス

ターにくっつける。

頭と同じか

少し高く。

足と同じ高さから

始める。

足よりも下から

始める。

ソーラープレクサスシャク

ラに作る。

真ん中のクラスターを、

足の方から頭の方へ向かっ

て流れる三本のエネルギー

フローが交差しながら通過

するイメージでエネルギー

フローを作る。

ファーデンはサードアイに

スレッドが体の中心線に対

して平行であるように配置

する。


